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筋弛緩モニタリング実施と
スガマデクス適正使用が重要
全身麻酔に筋弛緩薬が用いられはじめたのは1900年代半

ばであるが、筋弛緩薬（クラーレ）の投与が術中の死亡率に
影響を与えるとの報告がみられている1）。当時から求められて
いたのは、作用時間が短い非脱分極性筋弛緩薬、選択的な
筋弛緩拮抗薬、そして信頼できる臨床用神経筋モニターであ
った。2000年代に入り、筋弛緩薬とその回復薬については我
々麻酔科医の求める薬剤が使用できるようになったと考える。
一方、筋弛緩モニターに関しては、筋弛緩回復の基準自体

が時代とともに変遷している。近年では、残存筋弛緩が上気
道閉塞や咽頭機能不全、誤嚥リスク増大などを引き起こすと
の報告2‐5）に基づき、至適回復はTOF比0.9以上（加速度感
知式筋弛緩モニターでは1.0以上）とされている6）。また、術中
の筋弛緩モニターの使用が残存筋弛緩の発生率減少に寄
与することも報告されているが7）、合わせて重要な要素が筋弛
緩拮抗薬の存在である。日本麻酔科学会では「安全な麻酔
のためのモニター指針（2019年3月改訂）」において、『筋弛緩
薬および拮抗薬を使用する際には、筋弛緩状態をモニタリン
グすること』とするとともに、「スガマデクスの適正使用に関する
注意喚起（表1）」を発出し、筋弛緩モニタリングの実施とスガ
マデクス投与時には筋弛緩状態の深さと体重に応じた適正
用量を投与するように注意を呼びかけている。

筋電図感知式筋弛緩モニターの
特徴と注意点
臨床で用いられる筋弛緩モニターとして代表的なものは加
速度感知式であるが、最近、筋電図感知式の筋弛緩モニタ
ーが登場している。図1に装着方法を示すが、導出（＋）電極
は腱に貼付し、導出（－）電極は筋腹に貼付する。続いて、刺
激電極の上部端面を手首の掌側のしわ（豆状骨）に合わせ
て貼付する。なお、導出電極は母指内転筋にも貼付できるが、
図1のように小指外転筋に電極を貼付した場合、Aラインへの
影響が少ない。
筋電図感知式モニターの特徴としては、１.電極の装着が
簡単で速やかにセッティングが可能、２.装着部が手術用ドレ
ープなどで覆われていても測定でき、また腹腔鏡下手術や様
な々術式に対応が可能、３.生体信号による計測の信頼性、な
どが挙げられる。その一方で、手掌の向き（上向きまたは下向
き）によって筋電図振幅が若干変化する、皮膚温の上昇で筋
電図振幅が低下する、電気メスなどの電気的干渉を受けるこ
とには留意する必要がある。
今後、患者さんの安全のため、筋弛緩モニターが更に普及

し、筋弛緩薬及び拮抗薬がより適正に使用されることを願って
いる。
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●皮膚をアルコール綿などでよく拭き、乾いた後、電極を貼付
●電極のコネクタ部をケーブルに差し込み、クリップを閉じる。
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の掌側のしわに合わせて貼付

●スガマデクスの投与量は、筋弛緩状態の深さと体重に応じて
設定が必要です。

●投与量が不十分であった場合、筋弛緩の再発（再クラーレ化）
が起こるリスクがあり、国内において数十件、筋弛緩の再発
が報告されています。

●使用にあたっては添付文書の【用法・用量】に基づき、筋弛緩
の拮抗前ならびに後の筋弛緩の状態についてモニタリング
を実施し、スガマデクス投与時の筋弛緩状態の深さと体重に
応じた適正用量を投与するようにお願いします。

筋弛緩状態の深さと体重に応じて設定を

表1

刺激電極の貼り方（推奨方法）

【注意喚起】スガマデクスの適正使用について
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